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中国のユ ダヤ人社 会 とシオ ニス ト運動
ヤ 丸 山 直 起
1.中 国のユダヤ人社会一 開封一
1605年,河 南省 の古都開封府(Kaifeng・fu)か ら年齢60歳 位 とお ぼ しき1人
の ユ ダヤ人が北京 を訪れ,イ タ リア生 まれ のイエズス 会士 マ ッテオ ・リ ッ チ
(MatteoRicci)と 面会 したこ このユ ダヤ人は,名 を アイ ・テ ィエ ン(AiT'ien)
といい,リ ッチに対 し,開 封府 のユ ダヤ人社会 の実情を詳細 に説 明 したD。 リ
ッチが,こ の突然 の ユダヤ人 出現を ヴァチ カ ソに報告 した ことはい うまで もな
い。中国におけるユダヤ人社会の存在が世に知 られるようになったのは,こ の
とき以来のことであ り,1891年 までに開封のユダヤ人社会 と接触 しようとして
現地を訪れた人々の数は10名 に上った といわれる2)。
コミユニテイ
中 国のユ ダヤ人社 会は,か つ て 杭 州(Hangchow),寧 波(Ningpo),北 京
(Peking)お よび寧 夏(Niロ9・hsia)に も存在 した が,そ の後 いずれ の社 会 も大
半 がイ ス ラム教 に改宗す るな ど して消滅 しダ開封 のみが残 った とい う3)。 これ
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らのユ ダヤ人 は,中 国人か ら,そ の独特 の食慣習(kosher)の ために一般 に刀
筋 教(T'iao.chinChiaO)と よばれ た。
最 初開封を訪 問 した グル ープは,イ エズス会を中心 とす るカソ リックの宣教
師 であ ったが,
た4)。
やカミて19世 紀 に入 ると,プ ロテス タ ン トの活動 が顕薯に なっ
マ ヅテオ ・リッチ 自身はつ いに開封 を訪れ る機会 はなか ったが ,リ ッチ の意
を うけた宣 教師 ア レニ(JulesAleni,1582-1649,イ タ リァ人)が1613年 開封を
訪 問 し た 。 以 後18世 紀 に ゴ ザ ニ(Jean4～aulGozani,1647-1732,イタ リ ア 人),
ドメ ソ ジ(JeanDαnenge,1666-1735,フラ ソ ス 人),ガ ゥ ビ ル(AntoineGaubil,
1689-1735,フ ラ ソス人)ら イエズス会の神父が相 ついで開封 の シナ ゴー グ(ユ
ダヤ教会堂)を 訪れ た5)。 そ して19世 紀に入 る と,1843年,「 対 ユ ダヤ人キ リ
ス ト教普及 ロ ン ドン協 会(TheLondonSocietyforPromotingChristianity
amongtheJews)」 の活動 を通 じて開封 のユ ダヤ人に 関心を抱いた イギ リス人
フ ィン(JamesFim,1806-1872)が丁 肋 ノ6ωs2%C海%α を刊行 した6)。 その
前年にイギ リスはアヘ ン戦争の結果,清 国と南京条約を締結 し,香 港割譲 のほ
か,上 海など5港 開港を認めさせていたから,ハ イマソ ・クブリソも指摘する
よ うに,同 書 の刊行は タイ ミソグに おいて絶 妙であ り,そ れだけに,ユ ダヤ人
の間 に深い興奮 を呼び お こす こととなった7)。「対 ユダヤ人キ リス ト教 普及 ロソ
C%γ 伽s¢s,VQI.XXIV,1781,reprintedinO伽θ3θル ω3,W.C.White(ed.),
ParagonBookReprintCorp.lsecondedition,1966,
4)キ リス ト教 宣 教 師 に よ る活動 の 目的 に つ い て,β ウ ェ ソザ ー ルは,他 の世 界か ら隔 絶
さ れ て いた とは い え,中 国 内陸 部 の ユ ダヤ人 の存 在 は,ま ぎれ もな く神が この辺 境 の
地 に も福 音 を与 え られ た 証 拠 であ り,聖 職 者 と して の 使 命 を遂 行 す る絶好 の機 会 で あ
.る とみた こと,お よび これ らの ユ ダヤ 人 をキ リス ト教 に改 宗 させ よ う と した こ とに あ
る と述 べ て い る。L6wenthal,op.cit.
5)Whlte,W.C.,0伽65θル 副3,PartI,pp.26-27.
6)Finn,J.,Tゐ6ル ω3勿Cゐ 勿 α37'ゐ θづア亀 παgo9粥,漉6〃5ヒ 吻 如768,醜6ゴ7田8'oプy,
repr三ntedin∫ 卿s伽 α4C雇 ηα」So粥 θ 肋s'27〃yづ8ω3,HymanKublin(com-・
p三1edwithani批roduction),ParagonBookReprintCorp,,1留1,なお フ づソは
死 後 の1872年,Tゐ ¢07擁 雌Cσ ～oπyoプ ル 榔 を 刊行 した 。 同 書 はWhiteの
C雇 ηθεθ∫脚sに 一 部 お さめ られ て い る。
7)Kublin,H3.ル 躍ε 助OJ4C海 〃σ…,1ntroduct三 〇n,P.xiii.ま た,フ ィソ 自身,・
清 国 の 門戸 開放 に よっ て,開 封 の ユ ダ ヤ人 社 会 と何 らか の 連 絡 が とれ る こ とを期 待 し
て い た。Ibid,,P。xiv.
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ドソ協会」は,1849年 に香港教 区の主教 に任命 され た ジ ョー ジ・ス ミス(George
Smith)に 対 し,開 封 ユ ダヤ人社会 の事情 調査 を依 頼 し,こ れ に基づい てス ミ
ス主 教は1850年,51年 の2度 にわた り2名 の中国人 キ リス ト教徒(プ ロテス
タ ソ ト)を 開封 に派遣 した8)。2名 の中国人 は,上 海 か ら開封 まで 片道25日 の,
長旅 の末,開 封 で実 情を調査 したのであ った。2度 目の派遣 の折,2名 の中国
人 は多 くのヘ ブ ライ語写本 と ともに,2名 のユ ダヤ人 を伴 って上海 へ戻 った。
これ らの調査 の結 果,19世 紀末 までに開封 子 ダヤ人社会にか かわ るい くつ か
の疑 問 と興 味深い事実 が明 らかに なった。 そ の うち最大の疑問点は,一 体,中
国の ユダヤ人 社会が いつ ごろ,ど のよ うな経過 をへ て形成 され てい った のか,
であ った。 この点に関 しては,開 封で発見 され,イ エズス会士た ちに よって紹
介 された シナ ゴー グ敷地 内の石碑 の3つ の碑 文が手 がか りを与 えて くれ る。す
なわ ち,1489年 の碑文 は,ユ ダヤ人 が宋王朝 の時代(960-1279)に 渡来 した も
のであ るこ とを示 し,1512年 の碑文 は この時 期を漢王 朝時代(206B.C.-A.D.
220)と し,ま た1663年 の碑文 は周の時代(1122-255B.C,)で あ るこ とを明 ら
かに してい る9)。 これ らの時期のいずれが妥 当で あ るか,他 に材料が 見当 らな
い以上,判 断す ることは 困難 であ る。今 日一般 には,宋 王 朝時代に ユ ダヤ人が
ペル シャ,イ ソ ドか ら海路 中国へ渡来 し,当 時 北宋 の首都 と して栄 えた 開封 に
定 住 した とみ る説 が有力 とされ るlo)。 ロウェンザ ールは,12世 紀に 中国 へ渡 来
8)White,oP.ci七,PP.16-17・
9)L6wenthal,op.clt.,pp.115-116。お よ びFinn,J.,"TheJewsinChina .:Their
Synagogue,theirScriptuTes,theirHistory,"in∫脚 ∫ ゴπ α4C海 勿 α.ま た 碑 交
は,White,W.C.(ed.),C伽83θ ル ω3,PartII.に 収 録 さ れ て い る 。
な お,こ れ ら の 石 碑 は,1910年 カ ナ ダ の 英 国 教 会 が 開 封 に 開 設 さ れ た 際,同 教 会 敷
地 内 に 移 転 さ れ た 。Brown,D.A.,"ThroughtheEyesofanAmericanJew,"丁加
∠4吻θ7ゴoαπ1%δ76ω 碗4/2ω げ訥77'∂%π θJanuarytoMarch,1933,reprintedinC乃勿
63θ ∫伽3.
10)Lδwenthal,oP.cit.,KramerJr.,LIり"TheK'aifengJews;ADisapPearing
Community,　 1θ痂sんSooJα 」5'%漉63,XVIII,April1956,reprintedin5'%4ゴg3
0ノ 漉 θ0勉 πθ3θ/伽3.な おAdler,M.N.,C乃吻3θ 彦 ω5,1900,repri皿tedin乃卿3
勿Oi4C痂 πα は 漢 王 朝 時 代 渡 来 説 を 捨 て て い な い 。 一 方,Kramerによ れ ば 宋 王 朝
時 代 以 前 に セ ム 系 の 人 々(ユ ダ ヤ 人 か ど うか 不 明)が 中 国 の キ ャ ラ バ ソ ・ル ー トで 交 易
に 従 事 し,ま た 唐 ≡E朝 時 代(618-907)に 広 東 に ユ ダ ヤ 人 が ㌔♪た と さ れ る 。 他 にGod・
bey,A.H.,"FromPersiatoChina,,,ExcerptsfromChapt.XlllofTゐθ 五〇ε'
T7伽5'且1吻 魏,reprintedinWhite(ed.),C勿々 θs2溜 鰐,pp.136-148をみ ょ 。
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したユ ダヤ人 の数は お よそ350～500名 位で,18世 紀 に入 って も 人 口は1,000
名 を こえ る ことはなか ったで凝 ろ うと推定 してい るの。
しか し,開 封 のユ ダヤ人社会 は,外 界か ら完全に切 り離 されていた ため,19世
紀半 ぽに中 国人 のキ リス ト教 徒が同地を訪れ た際には,人 口は20σ 名程 度に減
少 してお り,も はや消滅寸前 であ った12)。 彼 らの多 くは,イ ス ラム教徒 な どと
結婚 し,同 化 して,容 貌は 中国人 と全 く見分 けがつか な くな ってい た。1163年
に建 立 され た シナゴー グも,プ ロテス タ ソ トの宣教 師マ ル チ ン(W.A.P.
Martin)が1866年 開封 を訪れた ときには,す でに 消失 していだ3)。 生活 に困
窮 したゴ ダヤ人が木 材 などを 売 りとば していたか らであ る14)。 また,1461年,
1642年,1849年 の黄河 の大洪水は シナゴーグを洗 い,お びただ しい数 の文 献
が流失 し,ユ ダヤ人社会 に多大 の損失を与 えたのであ る15)。そ の うえ,中 国各
地 で発生 した戦乱は,こ の開封 に も容 しゃな く押 し寄せて きたのであ り,ユ ダ
ヤ人社会 また,こ の被 害か ら逃れ ることはで きなか った16)。 しか も,ヨ ー ロ ッ
パ各地 のユ ダヤ人社会 と異な り,外 界 と連絡す る術 を知 らぬ開封の ユ ダヤ人社
会 にお いては,安 息 日の習慣 も遵守 されず,割 礼 は行 われ な くな ってか ら久 し
く,宗 教儀式 な ども次第に軽 ん じ られ るよ うにな り,つ いには1800年 ごろヘ
ブライ語 を理解 で きる唯一 の ラ ビが死 亡す るに お よんで,開 封 ユ ダヤ人社会 の
運 命は決定 的 とな ったのであ る17)。
一方 ,キ リス ト教社会 の下で ひっそ りと した生活 を余儀 な くされ た ヨー ロッ
パのユ ダヤ人 と違 って,中 国 のユダヤ人 は,生 活的 に も,心 理的 に も必ず しも
不 自由を感 じなか った と考え られ る側面 があ る。 中国の儒 教思想 は,倫 理,道
11)L6wenthal,op,cit.,p.117.およ びKramer,op.cit.,p.9.
12)ス ミ ス 主 教 の 報 告 に よ れ ば,50年 前 に ラ ビ が 死 去 し た た め,誰 も ヘ ブ ラ イ 語 を 話 せ
ず,シ ナ ゴ ー グ も 荒 れ る に ま か せ られ て い た と い う。 ΩuotedinAdler,op.cit.
13)Perlmann,S.M.,丁加 魏s'07ッoノ 伽/oω3ゴ πC乃 伽,1912,London,reprinted
inノ θzσs'πOJ4C勉'π α,pp.137-139.
14)Kramer,op.cit.,p.12.
15)Ibid.,p,15.およ びPerlmann,op.cit.,p.136。
16)Perlmann,op.cit.,p.136.
17)Kramer,op.cit,,pp.15-17.およ びLeslie,D.D.,"TheKa三fengJewishCom.
munity:ASummary,"1伽 」ε〃 ∫o%ア παJoノ'socげoJogy,IX,Dec.1969,reprinted
inS'%4ぽ θ30∫ 漉 θCん 勿 θsθ/2zσs,P.194.
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徳 さらには生活万端の手引きであ り,コ・ダヤ人に何 らの不便を与えるものでは
なかったから,逆 にユダヤ人の同化を加速させ ることにもなった18う。差別 と迫
害が 日常化 し,ユ ダヤ人の歴史を形づ くったキリス ト教社会において,ユ ダヤ
人はお互い固いきずなで結ぼれ,異 教徒 との差を鮮明にすることによって生き
延びてきた。 しか し,寛 容を尊 しとなす中国社会にあって,ユ ダヤ人には他者
との差を意識する必然性はついに訪れなかった といえるのである。まさにこの
点に こそ,ヨ ーロッパと中国(お よびアジア)の ユダヤ人の決定的な違いが存
したのであ り,従 って歴史の展開 も全 く異なる方向をたどることになったので
ある』か くして,開 封のユダヤ人社会は,20世 紀の開始 までに,あ る意味では
必然的に,ほ とんど消滅への道をたどりつつあった といえよう。
2.中 国 のユ ダ ヤ人社会一 一上海一 一
アヘン戦争の結東,清 国は1842年8月,イ ギ リヌ との間に南京条約を締結
し,香 港 のイ ギ リスへ の割譲,2,100万 ドル の償金 の支払い とともに,上 海,
寧波,福 州,厘 門,広 東 の5港 の開港を約束 させ られ,1844年 には アメ リカと
望厘 条約 を,フ ラ ンス と黄哺条約 を結び,同 様 の約束 を行 ったのであ る。
南京条約第2条 に よって,イ ギ リスは上記5港 において通商 のために居住す
る権 利 を対等 に与 え られ ることにな った。 しか し,土 地購入 が許可 され なかっ
た ことか ら不 便を感 じた居留外 国人 の間に特別居住 地域を必要 とす る機運 が高
ま ってゆ く。 これが いわゆ る租界(settlement)で あ り,イ ギ リス側バル フォア
(GeorgeBalfour)初 代 上海領事 と中国側 との間 に交渉 が行われ,1845年11月,
イ ギ リス人 の土地 租借 に関す るi条項 を列 挙 した土地章 程(LandRegulation)が
公布 され た のであ る.19)。後 に この土地章程 は,1850年 に始 ま る太 平天国 の乱に
18)ク レーマーは,儒 教思想がユダヤ人をも包容力ですっぽ りと包み込んでしまったとみ
る。Kramer,op.cit。,ま た,パ ールマソは,ユ ダヤ教に源を発するキ リスト教,イ
スラム教両社会のユダヤ人は,強 い選民思想をみなぎらせていたが,こ の思想は中国
には全く通用しなかったと述べる。Perlmann,op.cit.,p.202.
19)租 界に関しては多 くの文献があるが,そ こでは取 りあえず以下の2冊 をあげ て お こ
う。植田捷雄 『支那に於ける租界の研究』巌松堂書店,昭 和16年.上 原蕃 『上海共
同租界誌』丸善,昭 和17年 。
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ともなう中国人避難民の租界流入および外国人の生命財産の安全の点から見直
され,改 訂 されることになるが,1834年 東イγ ド会社の貿易独占権の終焉,そ
してアヘ ン戦争の結果 としての門戸開放によって,中 国との通商にロマ ンをか
きたて られたイギ リス人が陸続と中国大陸を 目指 したのである。
後 世,恒 富をえ,イ ン ド,中 国,イ ギ リスな どで名声 を確 立 して,「 東 洋 の
ロスチ ャイル ド」 と うたわれ るこ とにな るサ ッスー ソー族 もそ のひ とりであ っ
た。 サ ッス ー ン家 はバ グダ ー ドの名家 であ った。 しか し,オ スマ ン ・ トル コの
圧 制 に た ま りか ね,ダ ピ ド ・サ ッ ス ー ソ(DavidS.Sassoon)の時 代 に,一 家
はペ ル シ ャをへて,1832年 ボ ソベ イに落 着 き,そ こで ダ ビ ド・サ ッスー ン商会
(DavidSasso6n&Co.)を創設,イ ソ ドか ら東 ア ジアへ と商売 の手 を広げた20)。
　
ダビドは8人 の息子に恵まれ,彼 らはいずれ も父親の意志をついで各地で成功
をお さめ てい った2D。
ダ ビ ド ・サ ッス ー ソの次 男エ ライ アスが,サ ッス ーソ家 で初 めて中国 の土を
踏 んだ のは1844年 であ る22)。 彼は香港や 上海で のアヘ ソ,繊 維 な どの取 り引
20)"Sassoon,"E%の3`1砂 θ64勿 μ 伽 勿σ,KeterPubhshingH◎use,1978,foufth
printing,VoL14;``Sassoon、"7乃θ12囲 諺E勉 ッ61砂θ4ゴθ,KtavPublishingHouse,
reprint,VoL11;Sasson,D.S.,!1ノ刀3'oη げ'加 ノ診"3勿 βα勲 吻4,A}cuim
Press,1949;Roth,C.,7'勿Sα∬ooπZ)ッ παε'ッ,RebertHaleLtd.,1941;Jackson,
S.,Tん θSα3so伽s,Heinemann,1968,reprint,
21)長 男 の アル バ ー ト・アブ ダ ラー サ ヅス ー ン 〈SirAlbert"Abdallah"Sassoon,1817-
1896)は,父 親 の 片腕 と して 活躍 し,1864年 父 が 死 ぬ と,ダ ピ ド ・サ ッス ー ソ商 会 の
後 継者 とな り,後 年 ロン ドンに 居 住 し,サ ー の称 号 を 授与 され る こ とに な る。 次 男 エ
ライ ア ス(EIias,181餅1880)は 中 国 で成 功 し,父 親 の死 去 と と もに,1867年 ダ ビ ド
・サ ッス ー ソ商 会 を離 れ て独 立 し,香 港 と上 海 に イ ー ・デ ー ・サ ヅス ー ン商 会(E,D.
SaSSQon&Co⇒ を設 立 し,ダ ビ ド ・サ ッス ー ソ商会 と激 し く競争 した 。 三 男 の サ ッ
ス ー ン ・ダ ビ ド(SassoonDav三dSassoon,1832-1867)もまた,ダ ピ ド ・サ ヅス ー ソ
商 会上 海 支 店 で 勤 務 した 後,μ ソ ドソ へ 行 き,そ この ユ ダ ヤ人 社 会 で頭 角 を あ らわ し
た。 四 男 ル ーベ ソ(Reuben,1835-1905),五 男 ア ーサ ー(Aτthur,1840-1912)は 事 業
に は 熱 心 で な く,む しろPン ドンの社 交 界で 名 声 を博 す る こ とに な る。 六 男 アア βソ
(Aaron,1841-1907)は 事 業 に も社交 に も関 心 を 寄 せ ず,兄 弟 の 中 では 最 も地 味 な存
在 で あ った 。 ア ア μン と双 子 の七 男 ソ 目モ ソ 〈Soloエ猛Gn,1841-1894)は 上 海 に拠 点 を
確 立 し,そ こか ら 日本 な ど東 ア ジ アへ と事 業 を拡 大 し,ま た ボ ソペ イ の英 ユ ダヤ協 会
支 部 長 を つ とめ た 。 八 男 フ レデ リヅク(Frederick,1853-1917)は香 港,ロ ソ ドソで
活 動 した。.
22)Jacksoれ,oP.ciL雪P。23.
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きに うまみ があ るとみ たのであ った23)。 こ うして彼は まず,香 港に ダ ビ ド・サ
ッス ー ン商会 の支店を開設 し,続 いて1850年 上海 に も基盤 を築 いた。 この こ
ろにな る と,彼 は もはや危険 の高い アヘ ソ商売 か ら足 を洗 い,金 風 繊維 の輸
入 を始 め る とともに,イ ソ ドとの香料 の取 り引きを拡大 し,さ らに上海港 に倉
庫 を次 々と建設 してい った24)。 サ ッス ー ソは バ グダー ド出身 のユ ダヤ人 しか雇
わず,事 業 を拡大 し,中 国沿 岸地 域に強固 な地盤 を確 保 し,1858年 の安政条約
締結後 はい よい よ日本へ も進 出 したのであ る。
サ ッス ー ン以外 に上海 に定住 した ユダヤ人 は,カ ドウ リー(Kadoorie),エ ズ
ラ(Ezra),ハ ル ドゥー ン(Hardoo且),シ ャムーン(Shamoon),バ ル ー ク(Barou・
kh),イ ェフダ(Yehuda)な どであ った。 これ らの ユダヤ人 に共通 していたのは,
いずれ もメソポ タ ミア,イ ン ド出身の名家であ り,し か も大英帝 国の忠 実 な臣
民 と して英 本国 の庇護 の下に広 く経 済活動を営 んだのであ る。彼 らの多 くは,
敬 度な ユ ダヤ教徒で あ ったか ら,商 活 動に よって えた巨額 の蓄財 を惜 し気 もな
く,シ ナ ゴー グ,学 校,病 院 の建設 な ど慈善事業に投資 し,現 地 お よびパ レス
チ ナのユ ダヤ人社 会 の発 展に寄与す ることがで きた。 た とえば,ボ ンベイで成
功 した ダ ビ ド ・サ ッスー ンは,1861年 にボ ンベイに マゲ ン ・ダ ビ ド・シナ ゴー
グ,1863年 プーナに オヘ ル ・ダ ビ ド ・シナ ゴーグお よび ダ ビ ド・サ ッス ー ン総
合病 院な どを建設 し25),エ ライ アスの息子 サ ー・ヤ コブ・サ ッス ー ン(SirJacob
EliasSassoon,1844-1916)は,1888年ボ ソベイに クネセ ッ ト・エ リヤ フー・シ
ナ ゴーグを建立 した26>。 さ らに カル カ ッタのユ ダヤ人社会 では,エ ゼキ ェル ・
ユー ダ(Ezekie1Judah),ダ ビ ド ・エ ズラ(DavidJosephEzra)が ベ イ ト・エル
のシナ ゴーグを,ま た1883-84年 には ダ ビ ド・エ ズラの息子 エ ライ アス ・エ ズ
ラ(EliasEzra)が マゲ ン ・ダビ ドとよぽれ る シナ ゴーグをそれ ぞれ建立 した の
であ る27)。 しか も,ダ ビ ド ・サ ッス ー ソが セポイの反乱に際 してイ ギ リス政 府
23)Ibid.
24)Ibid.,p.24.
25)Sasson,D.S.,ノ1」田3'oηo∫ 漉6/診"3ゴ%召 αg勉吻4,p.207.
26)11)量d.,p.209.
27)Ibid.,p.215.
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に 支援 の手 を差 しのべ た こ とで知 られ るよ うに28),ま たサ ッス ー ンが援助 して,
建設 した サ ッス ー ソ系 の各学校 では,"GodSavetheΩueen"カミ英,さ ブライ,
ア ラ ビアの3力 国語 で歌 うよ う指導 され るな ど29),彼 らの多 くは イギ リス帝国
に忠実 であ った。
中国にお け るユ ダヤ人 口は,1895年 ごろには約175名 を数 え,明 確 な共 同体
を形成 し始 め,上 海 に シナ ゴーグが建立 され た30)。 そ して,1898年11月,こ れ
らのユ ダヤ人に よって上海 に英 ユダヤ協会 てAn客10JewishAssodat三 〇n:AJA)
支 部が創 設 され た31)。 ロン ドンに置 かれた本 部の英 ユ ダヤ協会は,1871年7月
2目,ユ ダヤ人 の社会,道 徳,教 育 の発展を促進 し,迫 害 を う亀けた ユ ダヤ人 の
保 護 ・救 済を 目的に創設 され,支 部 は イギ リス国内 のみな らず,帝 国 の海外属
領 に も設立 され た32)。 したが って,英 コ・ダヤ協会 は,英 本 国 と海外属領 のユ ダ
ヤ人 を結 び付け るネ ッ トワー クとして機 能 したのであ り,こ の ことは シオニズ
ムの発展に つれ,重 要 な意味を もって くるの であ る33)。 しか も,創 設当初,ロ
ン ドンの英 ユ ダヤ協会 は初代 会長 ウェー リィ(JacobWaley)の 下 に7名 の副
会長が おかれ たが,そ の うちの1人 が,ル ーベ ン ・サ ッス ー ンであ った34)σ
3。AJAの 開封 ゴダ ヤ人救 済活動
外部世界か ら遮断された陸の孤島 ともい うべき開封ユダヤ人社会の存在は,
英ユダヤ協会(AJA)上 海支部にとって,・救援の手を差 しのべ るには,ま さに
格好の使命を与えて くれた。実際にユダヤ世界の申で,彼 らだけが,開 封ユダ
ヤ人救済のための組織的活動を行い,唯 一接触に成功 したことは,十 分注 目に
28)Ibid.,p.208.
29)J段ckson,oP。cit.,P.35.
30)ΩuotedinL6wenthalop.cit.,pp.168-169,M611eロdor仔,P.G.von,"DieJuden
三nCh三na".
31)Ezra,N.E.B.,"Shanghal∬"7加1g漉3乃E麗ycJo少 β4伽,Vo1.11。
32)1900年 に,英 ユ ダ ヤ 協 会 は36の 支 部 を 有 し,こ の う ち 英 本 国 に は21支 部,海 外 に
は15支 部 が 置 か れ た 。Duparc,M.,"AngldewishAssoc三atlon,"2加 ル 擁 碗
Eπcツc∫ ψ 召4勿,Vol.1.
33)パ リに.は,1860年 す で に 同 様 の 組 織 「世 界 ユ ダ ヤ 同 盟(Alliance工sra61iteUniver-
selle)」 が 創 設 さ れ,ヨ ー μ ッパ,北 ア フ リ カ,小 ア ジ ア な どで 活 動 し て い た 。
34)Duparc,op.cit.
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価 いす る といわ ねぽ な らない。
開封 のユ ダヤ人社会を救援 しよ うとナ る活動は,過 去に何度か試 み られ た
が,い ずれ も失 敗に終 った。 た とえぽ,そ のひ とつ,イ ギ リスの ユダヤ人 に よ
る救 済活動は,1815年 ヘ ブ ライ語で した ためた書簡を開封 のユ ダヤ人社 会 にあ
て発 送 した ものの,何 らの返 書に接す る ことな くそれ以上 の活動 は行 われず に
いた っていた35)。 また1864年 にあ るユ ダヤ人旅行 者がイギ リスを 訪れ た とき
に,彼 は開封訪問 を 自ら申 し出た。 この結果,ロ ン ドンでサ ッスー ン ・ダ ビ ド
・サ ッス ー ンを会長 とし,モ カタ(F.D.Mocatta),ロスチ ャィル ド(L,M.
Rothschild),ベ デ ィン トソ(MauriceBeddington)な どを会員 とす る協会 が設立
された36)。 しか し,当 のユ ダヤ人旅行 者が風邪 を こじ らせ病死 した ため,計 画
は挫 折 した。 そ の後,イ ギ リス の主任 ラ ビ,ナ タ ソ ・ア ドラー(NathanM.
Adler)が ダ ビ ド・サ ッス 』ソ商会に対 し書簡で,開 封 の ユダヤ人 を何人 か ヨ
ー ロ ッパに連 れて きて,教 育を うけ させ た うえ,開 封 でユ ダヤ教の活動 を続 け
させ よ うと提 案 した ことが あ ったが,こ れ もまた,成 果 な く終 った37)。 一方,
アメ リカでは,1852年,海 外 の連 絡 の絶 えたユ ダヤ人居 留地 に ユダヤ教 の使 節
団 を派遣す るための協会が設 立 され,資 金 が募集 された が,南 北 戦争 のた め中
断 の止むな きにいた っていた38)。,
1899年12月28日,「 対 中国人 キ リス ト教知識普及協 会(TheSocietyforthe
Di壬fusionofC耳ristianandGeneralKnowledgeamongtheChinese)」の宣教
師 テ ィモ シー ・リチ ャー ド(TimothγRichard)が 上海 のユダヤ人 にあてた書
簡 の 中で,開 封 のイエズス会が入手 したヘ ブ ライ語写本 の一部 が上海 のイエ ズ
ス会 の もとに送 られ た ことを伝 えた39)。 この情報 は,河 南省 の一地域 に まだ ユ
ダヤ人が居住 して いる ことを示す有 力な手がか りであ った。そ こで上海 ユダヤ
人社 会 のエ ドワー ド ・エズ ラ(EdwaエdI.Ezra)ら が早速,写 本 を検 分 し,そ
35)Brown,D.A.,op.cit.,pp.153-154.
36)Adler,M.N.,op.cit.,p.112.
37)Ibid.
38)Ibid.お よびBrown,op.cit.,p.154.
39)Ezra,E.1.,withaprefacebyArthurSopher,C砺%θεθノ2ω3,TheChinaPress,
Shanghai,1926,p.38.
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の結果,1900年5月14日,上 海 において 「中国の ユ ダヤ 人救済 協 会(The
SocietyfortheRescueoftheChineseJews:SRCJ)」カミ設 立 され る運 び と
な った。会長 には,バ ー ミンガ ム生 まれ のユ ダヤ人で,ル イス ・ムー ア商会 を
経営す るル イス ・ムー ア(Le寅isMoore)が,副会長には サ ー ・ビクター ・サ
ッスー ン(SirVictorSassoon)の 伯 父,シ モ ソ ・レヴ ィ(SimonA.Levy)が,そ
れに名誉会 計担 当官 に エ ドワー ド,エ ズ ラ,名 誉 書記に ソロモ ソ(S.J.Sobmon)
が就任 した40)。SRCJは 全世界 のコ・ダヤ人に 門戸 を開放 し,そ の 目的は 以下 の
よ うに規定 され た。
「中国におけるユダヤ人居留地の起源,そ の後の発展および歴史を研究 す
ること,現 存する遺跡,記 念碑を保存する二 と,必 要な場合には記念碑を建
立すること,ユ ダヤ民族の血を受け継 ぐ中国のユダヤ人をユダヤ教に復帰さ
せること」41)
SRCJの 活動は,ま ず情報を収集することから始まり,1900年8月,ヘ ブラ
イ語と中国語で書かれた書簡が開封へ送 られた42)。この書簡には,上 海の代表
的コ・ダヤ人46名 が署名 した43)。こうして,書 簡が往復 された未,1901年4月
6日,開 封のユダヤ人父子が上海を訪れ,翌 年1902年3月10日,こ の父子を
含め8名 のユダヤ人が上海に到着 し,上 海のユダヤ人社会か ら暖か く迎え られ 「
たのであった44)。
しか し,こ れ らのユダヤ人か らえた情報はいずれ も悲観的なもので,上 海の
ユダヤ人を意気消沈させたのである。当時彼 らと直接面談 したエ ドワー ド・エ
ズラは,「 彼 らは もはやユダヤ教の儀式を遵守せず,太 平天国の乱と黄河の氾
濫に よって,開 封のユダヤ人社会は四散 し,人 口はわずかに140名 を数えるの
み……」 と報告 している45)。
40)Brown,op.c量t.,pp.154-155.
41)Ezra,Qp.cit.,p,76.
42)Fuchs,W.,"TheChineseJewsofK'ai・f6ngF叫"(Excerptsfromanarticlein
T,ゴθπ 跳 ゴα 伽 初 配y,Yo1.V,August1937),reprintedinC雇%εθ 乃 ω3,p.165.
43)Ezra,◎p.cit.,p.38.
44)Ibid.,p.40.
45)Ibid.,p.42.
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このような状況に直面して,SRCJは,ど のような方策を講じるのが最 も賢
明であるかをあ らためて協議す ることになった。衆 目の一致す る所は,元 の場
所にシナゴーグを再建 し,消 滅しつつある開封 ユダヤ人社会の精神的センター
としよう,と い うものであった46)。そ こでSRCJは,シ ナゴーグの再建とそれ
に必要な教師の派遣を決定 したが,こ のために必要 とされる費用だけで,SRCJ
の財政能力をはるかにこえる試算5,000ポ ンドに達することが明らか とな っ
た47)。この資金をまかな うため,全 世界のユダヤ人に対 しアピールす ることが
決定されたが,こ のアピールに好意的態度を示 したのは,ほ とんどが極東在住
のユダヤ人ばか りで,期 待された海外ユダヤ人社会の反応は極めて冷やかであ
った。海外のユダヤ人社会は,ロ シア,東 欧のポグロムの対策に追われ,そ れ
どころではなかったのである。た とえば,イ ギリスのユダヤ人社会の主任 ラビ
は,ロ シアやルーマニアか らのユダヤ人難民が続 々とイギ リスに到着 して お
り,と て も経済的余裕はないと,悲 観的な回答を寄せたのである48)。計画が期
待通 りに進 まないことがわかると,は るばる開封か らや って来たユダヤ人の間
で失望の声が高まり,つ いに1902年6月,彼 らの うち父子2名 を除 く6名 が
ホームシックを理由に故郷へ戻 ってしまった49)。SRCJの メソバーの熱意 も,
これを機に急速に衰え,1902年7月SRCJの 第3回 会合が2年 ぶ りに開催さ
れた ときには出席者は少なく,会 長を慨嘆 させた50)。
SRCJ第4回 会合は,1903年11月 開かれ,再 び開封ヘユダヤ人を派遣する
ことの是非が討議され,ま た上海か ら戻 った開封のユダヤ人に対 し就業の機会
を提供することが決定 された51)。その後SRCJは1904年2月 および3月 に会
合 したが,こ れを最後に長い休眠状態に入 り,次 に開催されたのは,20年 を経
46)Fuchs,oP.cit.,P.167、
47)Ibid.,p.168.
48)Ibid.
49)Ibid,く だ ん の父 子 は 開 封 には 親 類 もい な いか らとい う理 由で 上 海 に とど ま った 。 父
は 子 に ユ ダヤ教 育 を 受 け させた 。 数 年 後 父 が死 に,息 子 は 上海 の ユ ダヤ 人経 営 の会 社
で 就 業 す る こ乏 に な った が,ユ ダヤ 教 に は全 く関心 を な くした とい う。
50)Brown,op.cit.,p.155.
51)Ibid,
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過 した1924年7月 であ った52)。 この会 合はSRCJを 再興 す るための もので,
このための暫定委員会 が設置 され た。SRCJは 同年8月 復活 し,会 長 に は,
1903年 死去 した ムーアに代 り,副 会長 であ った シモ ン ・レヴ ィが,副 会長には
ローゼ ンバー グ(んRosehberg),会 計担 当官に ロブ ゾウスキ ー(Lobzowsky),
書 記に ホイ ン(A.Hoine)が それぞれ就任 し,ソ コルスキ ー(GeorgeSokolsky)
を 議長 とす る執 行委員会 が設 立 され た53)。
再組織 され たSRCJは,同 協会代表 と して新彊(Sinkiang)出 身 のユ ダヤ人
ウォ ン(Wong=DavidLevy)を開封 に派遣 した54)。 ウ ォソの報告 に よると,
開封 に残 るユ ダヤ人は さ らに減 って99名 とな り,大 半は 貧困にあ えいで いた
とい う55)o
1926年 にSRCJは,()雇 π6sθ16"sと 題す る76ペ ージの小 冊子を発行 した。
この小 冊子は エ ドワー ド・エズ ラの執筆 に よるものであ ったが56),ア ーサ ー ・
ソー ファー(ArthurSopher)カ ミ寄せ た序文 の中 で,・ソーファーは,中 国 のユダ
ヤ人救 済に一般 のユ ダヤ人が無 関心で あった と嘆 きつつ も,「 驚 くべ き ことは,
開封 のユ ダヤ人が民族 と しての アイ デ ンテ ィテ ィを事実上喪 失 して しまった こ
とではな く,長 い間孤 立無援 の状態にあ りなが ら,同 化 の プ ロセスに必死に抵
抗 しぞきた ことで ある」 と彼 らに最大 の賛辞 を送 ってい る57)。
しか しなが ら,こ の小冊子 の発行を最後 に,「 中 国 の ユ ダ ヤ 人 救 済 協 会
(SRCJ)」 の活動 は ぶっつ りと途 絶 えて しま う58)。 ドイツに おけ るナチズ ムの台
52)Ibid.,p.156,『 イ ス ラエ ル ズ ・メ ヅセ ソジ ャー(廊7α"3醜s3召 π8i87)』 の1906年
10月19日 号 論説 は,上 海 の ユ ダヤ人 間 にSRCJへ の 関 心が な くな った こと,ま に
SRCJ活 動 の コス トが 負 担 とな り,数 百 ドル の赤 字 を 出す に い た った ことに ふ れ て お
り,こ の よ うな状 況 がSRCJを 休 業 に追 い込 ん だ とい え るで あ ろ う。
53)Brown,op.cit.,p.156.'r
54)Ezra,op。cit.,・p.65.
55)Ibid.,pp.65-66,
56)C配 瑠sθ ル ω3は,1902年 エ ズ ラがEα3'oノ ノ4s毎 ル血gα9勿6に 発 表 した 論 文 の リ
プ リン トで あ るが,小 冊 子 の方 には 著 者 エ ズ ラの名 は 明記 され て い な い。
57)Sopher,A.,Pre壬aceinC痂π6ε8∫θω3.
58)ブ ラ ゥ ソ(DavidA.Brown)によれ ぽ,SRCJの 会 合 は,1924年10月,1925年1
月,6月 に 開催 され,こ れ 以後 開催 の 記 録 は残 ってい な い。Brown,op.cit.,p.156.
なお,SRCJの 活動 につ い ては,実 際 に1932年11月 現 地 開 封 を 訪 聞 した ブ ラウ ン
の 記 録"ThroughtheEyesofanAmericanJew"による 以外,エ ズ ラのC雇%68θ
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頭が,消 えゆ く運命 にあ った極東 の一地 方のユ ダヤ人社会 に もはや一片 の注意
を払 う余 裕を も与 え なか ったのであ ろ うか。1930年 代 に入 る と,上 海に も ドイ
ツお よび東 欧を脱 出 した ユ ダヤ人難民が,命 か らが らあ らゆ るル ー トを利用 し
て集結 し始 めた のであ る。以 後,開 封 のユダヤ人社 会を と りあげた著作 として
特 筆 され るのは,ロ ウェソザ ーノk(RudolphLδwenthal)の"TheJewsin
China:AnAnnotatedBibliography"(C痂πθsθ50cゴα1α%4Po1薦6α1S6げ 召πoθ
Rω 伽,XXIV,1940)とホ ワイ}.(Wil11a皿C・White)のC海%esε力 ωs
(1942,secondedition1966)であ る。
そ の後 この ユ ダヤ人社 会が どの よ うな運命を た どったか,明 らかでは ない。
果 して中国民 衆 の大海 の中に埋没 して しまった のであ ろ うか。
4.中 国 に お け る シ オ ニ ス ト運 動 の 形 成
シオ ニズム(ユ ダヤ人 の建 国運動)の 発生を いつ にす るか,に ついて特定 の
「日付 け」が あ るわけ ではない。それ は,離 散(デ ィアス ポラ)以 来ユ ダヤ民
族 の歴史 にお いて連綿 と受け継がれ て きた"シ オ ソへの希求"を 下地に して,
離散 の各 ユ ダヤ人社 会 の中で個別に唱道 され,実 践 され ていた シオ ニズ ムが,
最終 的に ブダペス ト生 まれ の ジャーナ リス ト,テ オ ドール ・ヘル ツル(Theodor
Herzl,1860-1904)に よって,政 治運動 と して組織 化 され たか らであ る。 こん
にち一般 には,1882年 を近 代 シオニズ ムの元年,ユ ダヤ民族史 の最 大の転換点
とす る ことでは一致 している59)。 それは次 の よ うな理 由に基 づ いている。
す なわ ち,ロ シアの ツアー,ア レキサ ン ドルH世 の暗殺 のあ とロシア農村 地
方に燈原 の火 の如 く広 が っ、ていた1881年 の ポグ ロムに衝撃 を うげた ポー ラ ン
ド生 まれ の レオ ン ・ピンスケル(LeonPinsker,1821-1891)が,パンフ レッ ト
/伽3お よび ロソ ドンの 英 ユ ダ ヤ協 会(AJA)発 行 の月 刊 誌 銑 θ ノ初〃醜!吻 〃論 砂
(う ちTheRev.MendelBrown,"TheJewsofModernChina,"Vol。3,No。3,
June1949お よび"TheAncientJewryofChina,',Vol.3,No.2,May1949)に
散 見 され る 。
59)1981年12月,イ ス ラエル の テ ル ア ビブ大 学 で シ オ ニ ズ ム100周 年 の シ ソ ポ ジ ウムが
開催 さ れ た。1982年 でち ょ うど100年 を 迎 え る シ オ ニズ ムの 軌 跡 を ふ り返 り,再 検討
す る こ とに よ って,ユ ダヤ 民 族 の新 た な 活 性 化 の一 助に し よ う との意 気 込 み が,主 催
者 側 にみ な ぎ っ て いた こ とは確 か で あ る。
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r自 力解放(Autoe血ancipat量on)』 を発表 し,ユ ダヤ人は反 ユ ダヤ 主 義(anti・
Semitism)の 暴力 か ら逃 れ るには,同 化 した り,居 住場所 を転 々 とす るだけで
は不十分 で,結 局は ユダヤ民族が安住 で きる自分達 の郷 土を求 めなけれ ばな ら
ない と説 いたのカミ,1882年 で あ り,そ れは,ロ シア生 まれ のユ ダヤ青年 達の間
にパ レスチナ入植 のた めの運動 「BILU(ヤ コ ブ の 家 よ,さ あ 行 か んBeit
Yaakov五ekhuサe-Nelkhah)」 が創設 され,そ の一 団がパ レスチナの リショソ ・
レ ・ッ ィォ ン(Rishonle・Zion)な どに初め て入植 を開始 した年 で もあ った。 こ
のあ と,シ オ ニス ト運動 のバイ ブル ともい うべ き 『ユダヤ人 国家(DerJudens・
taat)』 が,1896年,ヘ ル ツル に よって著 され,1897年8月 つい に最初 の シオ ニ
ス ト会議が17力 国か ら2G4名 を 集めて スイスのバ ーゼル で開催 され るに い た
ったのであ る。
イス ラエル建 国(1948)に 導 くシオニズ ムの歴 史 の中でユ ダヤ人 に重要 な生
活 と活動 の場 を提 供 した のは イギ リスで あ った。1760年 にはす でに,英 ユ ダヤ
人代表者 会議(BoardofDeputiesofBritishJews)が結 成 されてお り60),1871
年 に創設 され た英 ユ ダヤ協会(AJA>と 並 んで,イ ギ リスの ユダヤ人社会 に重
要 な影響 力を有 していたので ある。 この二 つの組織 は,1878年,共 同で海外 ユ
ダヤ人 の救済 を 目的 とす る合 同対外委 員会(ConjointForeignCommitfee)を
結成 した。 ところが,1880年 以降,ロ シ ア,ポ ーラソ ド,ル ーマ ニアな どか ら
イ ギ リスを 目指す ユ ダヤ移民が急 増 した。 ポ グロムが これ らの国 々のユ ダヤ人
を ます ます 移民へ と駆 り立て,1881年 か ら1905年 まで の間,東 欧を離れ たユ
ダヤ人 の数 は約100万 に達 し,大 部分は ア メ リカへ逃れ るが,う ち10万 名 は
イギ リスへ 到着 した とみ られてい る6D。
60)当 時 の イギ リス の ユ ダヤ 人 口は,6～8,000名 程 度 とみ られ,こ の 四分 の一 は い わ ゆ る
セ フ ァル デ ィ(Sephardi:ス ペ イ ン,ポ ル トガ ル,東 洋 系 ユダ ヤ 人)で あ り,そ の多
くが イギ リス に 同化 し,比 較 的裕 福 で あ っ た の に対 し,残 り は ア シ ュ ケ ナ ジ ィ
(Ashkenazi:中 ・東 欧 系)で,同 化 は進 ん で お ら ず,社 会 的 には 低 い 地 位 に あ っ
た 。CecnRoth,A研s渉07yo∫痂 θ ∫θ"s痂E館g∫ α%6,0xfordU.P.,1964,p.
225.・ 、
61)1914年 に な る と,イ ギ リス全 体 の ユ ダヤ 人 口は30万 名 に達 した 。Lipman,V,D,,
Soo5α 」紐 ε彦oηo∫'乃 θ∫θω3勿Eπg伽4ヱ850一 ヱ950,Watt&Co、,1954,pp.
86-87,p,162.
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イ ギ リスにおけ る シオ ニス ト運動 は,多 数移民 の流 入が もた らす社 会的 ・宗
教的 摩擦解消 のため のパ レスチナへ の移 民,入 植の奨励 と,そ のた め これ らの
移民 とと もに,イ ギ リスで 活 動 していた 「ホ ヴェイ ヴ ィ ・ツイオ ソ(H◎vevei
Zionrシ オ ンを愛 す る者」)運 動62)と の提携,さ らに1895年 以来た びたび ロン
ドンを訪 れた ヘル ツルの活動 によって発展 し,1899年1月 英 シオ ニス ト連 合
(EnglishZiQnistFederation)が 設 立 され る。
一方,上 海 のユ ダヤ人社 会は,1903年4月26日,シ オ ニス ト運動 を支持 し
てゆ くため上海 に シオニス ト機構 の支部 を設立 す る可能性 につい て協議 した。
出席者は,満 場 一致で この設立を支持 し,こ うして東 アジアの一隅に シオ ニス
ト運 動が初 めて根 を下 ろす ことに なったのであ る。 新 しい組織 は,「 上海 シオ
ニス ト協会(ShanghaiZionistAssociation)」と名付げ られ,会 長にエ ドワー ド
・エ ズラを選 出 した。創設 当時,上 海 シナ 昌ス ト協会 の メソバ ーが どの位 であ
ったか,正 確 な数字 はな いが,AJA上 海 支部 の第6回 年次報告(1903-1904)
に ょれば,AJAの メンバ ーは70名 に増加 した ことにな ってい るか ら,恐 ら く
これ よ り低 い数字 であ った と 思われ る63)。 また この とき,1903年8月 ・ミーゼ
ルで 開催予 定 の第6回 シオ ニス ト会議へ の参加 が決議 され た。
こ うして,上 海 シオ ニス ト協 会の名誉書記兼 会計担 当官 の ニ ヅシム ・エズ ラ
(NissimEzraBenjam出Ezra)64)が,英セ ファルデ ィ ・コ ミュニテ ィの主 任 ラ
ビで あ り,同 時に英 シオニス ト連 合創設者 の一木 で もあ るモ ーゼ ス ・ガス ター
(MosesGaster)65)に 対 し,上 海 シオ ニス ト協会 の結成を通知 す る とともに,ガ
ス ター 自身,次 期 シオ ニス ト会 議に上海 シオニス ト協会 を公 式に代表 して出席
し,同 協会 の シナ ニス ト運動 の 目標 に対す る全面 的な賛意 を表 明 して欲 しい と
62)1882年 ロシ アで 創 設 され,ユ ダ ヤ民 族 の ル ネ ッサ ソス とパ レスチ ナ帰 還 を と ぐ。
63)AJA上 海 支 部 の 年 次 報 告 は,z57α 〃 ε 伽 ε3θ〃解7,voL1,No.1,22April1904
に掲 載 。 た だ し,1905年3月24日 付ls〆 σ〃8!晩 ε3碑9召7に よれ ば,上 海 シオ ニス
ト協会 の会 員 数 は約100名 と記 載 され て い る。
64)1880年 イ ン ドで生 まれ,1936年 上 海 で死 去 。
65)1856年 ル ーマ ニア で生 まれ,1939年 ロ ン ドソで死 去 。1885年 イ ギ リスに 移 住 し,
1887年 英 セ ファル デ ィ ・コ ミュ ニテ ィの・… 一 ム,つ ま り主 任 ラ ビに選 出 され た 。 シ
オ ニ ズ ム の深 い理 解 者 で あ った 。
」
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述べ た書簡 を発送 した66)。 この書簡に,エ ズ ラ}ま,ロ ン ドンの シオニス ト連 合
に あて,上 海 シオ ニス ト協会 の創設を正式 に伝 える書簡 を同封 し,ガ ス ターに
これ の送付を依頼 してい る67)。要す るに英 シオ 亭ス ト連合へ 加入を 申請 したの
であ る。 これ らの書簡 に対 し,ガ スターは同年6月30日 付書簡 の中で,新 し
い シオ ニス ト団体 の誕生 を祝福 し,第6回 シオ ニス ト会議 に上海 シオニス ト協
会 の代表 とな ることを承諾 し,さ らに英 シオ ニス ト連合 か ら正式な返書が送 ら
れ るで あろ うと述べ てい る68)。
、 上海 シオニス ト協会は,1904年4月22日 か ら隔週 の機 関誌 『イス ラエルズ
・メ ッセ ソジ ャー(餅 α6」's1吻ss6π927)』 を発刊 した。伺 機 関誌 は後に 月刊 と
な り,途 中1910年2月 か ら約8年 間休 刊 したが,1918年10月27日 に復 刊 し,
最 終号 とな った1941年10月17日 号 までの間,上 海 のみ な らず,広 く極 東 の
シ オニス ト運動 の歴史 を刻んだ のであ る。
極 東 に おいては,1906年5月6日,長 崎に長 崎 シオ ニス ト協会(Nagasaki
ZionistAssciation)が 結成 され たほか69),第7回 シオ ニス ト会議 におけ るマル
モ レック(A.Marmorek,1865-1923)の報告 に よれば,長 崎,上 海 のほか,香
港,シ ソガポ ール,フ ィリピンな どで シオニス ト協会が創設 され た とあ る70)。
5.ウ ガ ンダ 案 と 上 海 シ オ ニ ス ト協 会
第6回 シオ ニス ト会議 は,1903年8月23日 か ら28日 まで スイスのバ ーゼ
ル で開かれ,約600名 が参 加 した。 しか し,モ ーゼス ・ガス ターが欠 席 したた
め,上 海 シオ ニス ト協会 を代表 して 出席 した のは,英 シオ ニス ト連合 の ヨセブ
66)N。E,B,EzratoMosesGaster,30April1903.MosesGasterPapers,Mocatta
L三brary,UniversityCollege,London.この 書 簡 は オ リ ジ ナ ル で あ り,コ ピ ー が
centralziowstArchives,Jerusalemに保 管 さ れ て い る(A203/133).
67)EzratotheSecretary,LondonZionistFederation,30Apri11903.MosesGaster
Papers,
68)GastertoN.E.B.Ezra,30June1903,MosesGasterPapers.
69)137α 〃31吻35θ ηg¢7,18May1906.
70)S'8〃08γ 砂 形56加3P7り'o々o〃4θ7y〃加 雇1吻8・ θπ4θ3yτ!.Z歪oη 魏9π ・κoπ8'7θssθs
襯4463.4拶3670〃9"'」 ゴo乃6%1動%8〆6∬ θε初 β θ3gJ,Jued三scherVerlag,Berl三n,
1905,P.38.な お,長 綺 の あ と にYeddoの 地 名 が 記 述 さ れ て い る が,Yeddoと は
江 戸 の こ と か 。
中国のユダヤ人社会とシオニス ト運動 223
・コー ウェン(JosephCowen,1868-1932)71)であ った。
テオ ドール ・ヘル ツルは,会 議 冒頭の演説 において,イ ギ リス政府 が東 ア フ
リカに ユ ダヤ人 の入植地 建設を認 め る旨の提案 を行 った こ とを明 らかに し,ユ
ダヤ人 の郷 土は,パ レスチ ナに建設す べ きこ とに変 りはない ことを強調 しつつ
、も,こ の英提 案を一考す るよ う参加各代表 に訴 えたのであ る72)。
1897年 のバ ーゼル綱 領は,公 法に よって保障 され たユ ダヤ人 の郷土 をパ レス
ヂ ナに建設す るこ とを うた っていた が,そ のいわ ば生み の親 とい うべ きヘ ルツ
ルが今回東 ア フ リカを持ち出 した背 景を簡単に説 明す る必要があ る。ヘル ツル
は,も ともと列 強か らユ ダヤ人 の民族 的郷土建設 のための政治的 ・法的保障を
えて後,大 規模 な移民,入 植を パ レスチナで行 うとい う政治的 シオ ニズムを代
表 し,パ レスチナへ の移 民,入 植を通 じて次第に 国家の建設へ と導 いてい こ う
とす る実践 的 シオニズ ムには反対 の立場 をと った。 したが って ヘル ッルが具体
的 に試 みた のは オスマ ソ ・ トル コ政府 とのユ ダヤ人 のパ レスチ ナ入植 に関す る
勅許状 獲得 の政 治交 渉,ま た ドイ ツの ウィルヘル ムH世 への支持要請等 であ っ
たが,こ れ らの努 力はなか なか成 功 しなか った。 ところが,ロ シア,東 欧のポ
グ ロムは依然 として猛 威 をふ るい,シ ナ ニス ト会議直 前 の1904年4月 に も ロ
シアの キシネ フで大規模 なポ グ ロムが発生 した。^イギ リス政府が ウガ ンダ案を
提示 したのは,ま さに この よ うな時期で あった73)。 ヘ ル ツルが ウガ ンダ案に傾
いた のは,二 つ の理 由に よる。 ひ とつは,東 欧の ユダヤ人 を避難 させ る場所 が
必要 であ る こと,し か も急 を要 す る。 も うひ とつは,こ れ に よって イギ リス政
府 のシオ ニス ト運動承 認へ道 を開 くことの政 治的効果 であ った。 しか し,ヘ ル
71)イ ギ リス ・シオ ニス ト運 動 の創 始 者 の 一 人で あ り,ヘ ル ツル の 側近 と して,と もに オ
ス マ ソ ・ トル コ との交 渉 に あ た った。 後 の シ オ ニス ト運 動 の 発 展 に重 要 な影 響 を 与 え
た 。
72)こ の いわ ゆ る ウガ ソダ案 をめ ぐるシ オ ニ ス ト運 動 内 部 の論 争 の記 録 と して次 の もの が
あ る。MichaelHeymam(ed.withanIntroduction),丁勿1レ 伽 漉 θεoノ 魏 ¢
Zゴo%ゴε'Gθ%θ グα」Oo襯6づ 」'漉 θ 晦 伽4αOoπ 〃oび873ツ,VoH,IsraelUniversities
Pr.,1970,pp.90お よびVol.II,HassifriyaHaziyo皿it,1977,pp.382.本章 に 関 連
して,C㎝traiZionistArchives,JerusalemのMichaelHeymann所長 お よび テ
ル ァ ビブ大 学 のDavidVita1教 授 か ら貴 重 な ア ドバ イ'スを えた こ とを 付 記 して お く。
73)ウ ガ ソダ案 以 前 に も,二}ル ・ア リシ ュ,キ プ μスな どの案 が あ った が,い ず れ も流 産
した。
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ツル演説は,パ レスチナ以外の土地をすべて論外 とするロシアのシオニス ト代
表 の間に激 しい憤激 の嵐をまき起す こととなった。会議は,東 アフリカ入植に
かかわる諸問題を検討するための調査団を現地へ派遣し,そ の報告を待 って,
あらためてこの問題の決定を行 う会議を招集する趣旨の決議を,賛 成292,反
対176で 採択 した74)。ヘルッルは辛 うじてメンッを保 ったが,棄 権が143票 あ
った。反対票の多 くは,ロ シア代表か らのもので,結 果が告げ られ ると,ロ シ
ア代表は一斉に退場 した75)。
ウガンダ案に対す る上海シオニス ト協会の態度はどのようなもの で あ った
か。母体の英 シオニス ト連合はこの英政府 の提案を支持した。上海 シオニス ト
協会は,1904年6月17日 号の機関誌rイ スラエルズ ・メッセンジャー』の論
説において,初 めて ウガンダ案を とりあげ,ユ ダヤ人の入植地がパ レスチナと
同様 アフリカに も存在 してはいけない理由はない,と 述べた うえで,「 ウガソ
ダが ユダヤ人の入植地になった としても,パ レスチナ計画に支障を来たすわけ
ではな く,む しろ,オ スマン ・トルコ当局が,パ レスチナにユダヤ入植を発展
させ るため必要な勅許状を許可する場合の有力な先例とな りうる」 とヘルツル
の考 え方に同調 し76),さ らに1905年5月5日 号の論説で,東 欧のユダヤ人の
境遇を改善す るためには,緊 急かつ ドラスティックな方策を必要 とし,調 査団
の報告がユダヤ入植の目的にかなっているのであれば,東 アフリカ案受け入れ
を支持すると主張 したのである77)。
そ して,1905年5月7日,上 海シオニス ト協会はウガソダ案を受け入れるべ
きか否かに最終的に態度を決定するため,'上 海ユダヤ人学校で会合を開いた。
開会に先立 ってシオニス ト運動の歌 「ハテ ィクバ(希 望)」 が上海で初め て 斉
唱され,い かにも重大な決定を下すのにふさわ しい厳粛な雰囲気を盛 り上げた
のである78)。冒頭まず,前 年辞任 したエ ドワー ド・エズラに代 る新会長ブルー
メソフェル ド(JacquesBlumenfeld)カ ミ,ロ シア,ル ーマニアなどのユダヤ人
74)Vithl,D.,Zげo短ε吻'丁 加Foγ 魏 α'勿6〕 を α75,0xfordU.P.,1982,pp.301-302.
75)P〕id.,p.303.
76)13fσ6」 「3!惚536π812プ,17June1904.
77)Ihid.,5May1905.
78)Ibid.,19May1905.
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の窮状にふれ,機 会が与え られるなら彼 らの苦 しみを和 らげてや らね ぽ な ら
ぬ,東 アフリカは飢餓や苦難か らの避難地であると同時に,ユ ダヤ入植者が政
府の運営について学習 し,経 験をつんでゆ くための場 となるものであると,具
体例をあげつつ,イ ギ リス政府の提案を受け入れなければな らないと強 く訴え
た79)。このあと,名 誉書記のN.E.B.エ ズラもまた,「実際パ レスチナへの
門戸が閉されている以上,東 アフリカ提案は受け入れ られ るべきである。が,
このことに よってパ レスチナを回復しようとするわれわれの責務がいささかも
ゆ らぐものではない」80)ことを力説し,イ ギ リス政府の東 アフリカ提案を受け
入れ る旨の決議は満場一致で採択 されたのである81)。
第6回 シオニス ト会議において二度まで心臓発作に襲われたヘルツルは,激
務のため肉体を次第にむしばまれ,つ いに1904年7月3日44歳 の若さで不帰
の人 となった。その5ヵ 月後の1904年12月 末,東 アブリカ調査団はモソバサ
に向け出発 し,1905年5月,報 告書が作成 された。報告書は,東 アフリカがユ
ダヤ人の入植には不適当であ り,大 量の移民が送 られる前にもっと多 くの検討
がなされなければならず,そ れで も成功するかどうか依然疑わ しいと悲観的な
見解を明らかに している82)。
か くして,東 欧のユダヤ人を大量に入植 させ ようと企図 した ウガソダ案の運
命は決定的 となる。1905年7月27日 か ら8月2日 までバーゼルで開催 された
第7回 シオニス ト会議の際の特別会議において,ウ ガソダ案は最終的に葬 り去
られて しま う。
ウガ ソダ案の趨勢が明らかになると,上 海 シオニス ト協会は,『イスラエルズ
・メッセ.ンジャー』の1905年6月16日 号論説で 「東アフリカは パ レスチナに
代るものではない」83)と明確な方向転換を打ち出した うえ,同 号に 「東 アフリカ
問題(TheEastAfricanΩuestion)」 と題す るシンガポールのモソタギ ュー ・
ハ リス(MontaguHa∬is)論 文を掲載 し,「郷土はあくまで もパ レスチナ,東 ア
79)Ibd.
80)Ibd.
81)Ibd.
82)Vta1,0p.cit.,pp.426-427.
83)137σ61'3ル1診s36っz8【67,16June1905.
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ブリカ案を断固拒否すべ し」 と強い調子でアピールを展開 したのである。84)
× × × X
上海 の ユダヤ人社会 は,そ の後,日 露 戦争,ロ シア革 命の結果,ロ シア,東
欧 か ら多 くの ユ ダヤ人が 移 り住 む ことに よって,変 容 した。 この よ うな変 容の
プロセス,お よび シオ ニス ト運動 の コンテ クス トの中 で,上 海 シオニス ト協会
が どの よ うな役割 を果た して きたか,ま た極東 の政治状況 との関連 な どについ
て は,別 の機会 に譲 りたい。
84)Ibid.な お,廊 昭 〃3〃 肉3θπ8i〃,30June1905は,「 シオ ニズ ム と東 ア フ リカ:四
シ ア の シ オ ニ ス トに対 す る公 開 状(ZionismandE鼠stAfrica:OpenLettertothe
RussianZionists)」 と題 し,東 ア フ リカ案 を 支 持す る シ 才 ニ ス ト領 土派(territoria-
hst),マ ソ デ ル ス タム(MaxEmmanuelMandelstamm,1839-1912)の長 文 の書 簡
を,世 界 シオ ニス ト機 構 の機 関 誌 加 θ 防 π か ら転 載 して い る。
